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優勝おめでとう！
松代高校スキー部が第43回全国高等学校スキ

ー大会（インターハイ）で女子総合優勝を飾る

など大活躍。これを祝して2月27目、町総合セ

ンターで祝賀会が行われ、参加者は優勝の感激

を新たにしていました。
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市川英治　三年間の　池田修一　つらい事

経験をいかして、こ　も多いだろうけど、

れからはがんばって　頑張っていきたいと

いきたい。　　　　　思う。

鈴木要　あるいてゆ　茂野究　今までの中　市川勝也　人生なに

くんだ。しっかりと、学校生活3年間を無　ごとも前進あるのみ、

自分の道を踏みしめ　駄にしないようにが　つまり、あたってく

て　　。　　　　　　んばっていきたい。　だけろ。
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浜川伸也　九年間の　高橋卓郎　これから　関谷悟　これからは、鈴木紀夫　中学校で

義務教育脱出〃　こ　は自分に責任を持っ　どんなことにも全力　学んだことを大切に

れからは、責任を持　て行動したいと思い　でぶつかっていきた　して、頑張っていき

った行動をしたい。　ます。　　　　　　　いと思う。　　　　　たいです。

　　・・』”』－繍矯』．灘1…鑛灘灘難　　　　　　　一』

　　　響　　　　　　　　　一蟄灘濱
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和宏　今年は自分　宮澤直樹

責任を持ち、人に　　明日は明日の

惑をかけないよう　　　風が吹く

行動をしたいです。

　　　　縛　　　鴇

柳春明　人生楽あり　柳

や、「苦」もあるさ。　に

涙の後には虹もでる。迷

　　　　　　　　　　な

れから　柳正之　自分の選ん

かけな　だ道に責任を持ち、

自身努　一日一善を心がけて

いです。いきたいと思います。
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市川ゆかり　三年間市川紗合今まであ相沢めぐみ　いまま　若月羊一新しいこ　米持雄一今まで学山本和幸

の思い出を大切にし　った、たくさんの事　での積み重ねをこれ　とを、いろいろや1）　んだことはあてにせ　は人に迷

て、これからの生活　を生かして失敗をな　から先に役立てたい　たいです。　　　　　ずに、これからを頑　いように

に生かしたいです。　くしていきたいです。と思います。　　　　　　　　　　　　　張っていきたい。　　力してい

松山章子　これから　高橋陽子　3年間で　菅井美紀　3年間で佐藤由佳　中学校で　小堺由紀恵　中学校　小堺静子　これから　小堺あゆみ　中学校

は人にたよらないよ　学んだことをこれか　学んだ事を無駄にし　の思い出を大切にし　で学んだ事を忘れず、は人に迷惑をかけな　で学んだ事を生かし、

うに自分から進んで　らは、どんどん生か　ないように、今後のて、がんばっていき　これからも頑張って　いようにする。　　　いろいろな事に挑戦

行動をしたい。　　　して行きたいです。　生活に生かしたい。　たいと思います。　　いきたいです。　　　　　　　　　　　　　していきたいです。
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井上俊　中学校で学相沢宏和　高校に入相沢銀次　高校へ進　山本和子　これから　柳恵美　3年間の中　本柳理恵子　中学校村山亜紀子　これか

んだことを、これか　れたら、波瀾な生活　学したら、部活動を　いろんなことに挑戦学校生活を忘れずに　で学んだことを、今　らは勉強や運動など

らの生活に生かして　を送るような気がす　一生懸命がんばりた　してがんばっていき　これからもがんばり　後生かしていきたい　をがんばりたいです。

いきたい。　　　　　る。　　　　　　　　い。　　　　　　　　たい。　　　　　　　たい。　　　　　　　です。
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関谷俊明　Let’s　　佐藤重信　めざせ〃　柳　卓　日本一の幸　小林和彦　これから　小島和貴　中学校生　小堺悟　めざせ黒帯　小堺淳史　中学校生

go！空手愛好会！　空手同好会、勝利の　せ者になれるように　は自分のことは自分　活で学んだことをこ　空手の道を突き進む　活で学んだことを、

ただいま部員募集中。道へ！ノ　　　　　　気合を入れて、生き　でやるようにしたい　れからの生活に生か　我らが空手同好会。　これからも生かして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ていきたい。　　　　と思います。　　　　してがんば童）たい。　勉強もがんばるぞ。　行きたいです。

灘騨
織

　　萎灘　　　　　』
米持輝幸　中学校で　柳勝志　高校に行け　柳　強　中学校で、　牧田祐次　これから　富沢亮　高校に行け　高橋真治　もし、高　瀬沼由則　合格する

身に付けた力と技を　たら、まじめに勉強学んで身に付けたこ　は、自由きままに充　たら、充実した生活　校に入ったら、いっ　ことができたら、ス

これから生かしてい　をしたい。　　　　とを生かしてがんば　実した毎日を過ごす。がおくれるようにし　ぱい川に行ってナマ　キーをがんば壷）たい

きたいです。　　　　　　　　　　　　　　　りたいと思います。　　　　　　　　　　　　たい。　　　　　　　ズつ1）をしたいです。です。

高橋知美　いつでも　佐藤夏代　これから　佐藤佳代　これから　小堺直美　これから　石口佑子　これから　石口真澄，これから　池田梨絵　中学で学

初心を忘れずにがん　は、自分の行動に責　は、いろいろなこと　は自分に責任を持っ　は、何にでもチャレ　は人に迷惑をかけな　んだことを生かして

ばっていきたいと思任を持って最後までに挑戦して頑張ろう　て、まじめにな1）た　ンジをしていきたい　いように責任を持っ　がんばりたいと思い

います。　　　　　　頑張1）たいです。　　と思います。　　　　いと思います。　　　と思います。　　　　て行動をしたい。　　ます。

横尾美穂　これから　柳美晴　今までの経柳貴子　今まで学ん　松山総子　これから　仲村いずみ　自分の

は自分の考えをしっ　験を生かし、色々な　だ一つ一つの事を十　は、いままで学んだ考えを持って、その

かり持って行動して　事に挑戦してみたい　分に生かして頑張り　ことを大切にしてが他いろいろな面で頑

いきたいです。　　　と思います。　　　たいと思う。　　　んばろうと思います。張『）たいです。

若月康子　中学校生　若月妙

活を生かし、これか　は今ま

らも頑張りたいと思　悔しな
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科学技術と生涯学習

”凪20

やや

今年は年明け早々、種子島の宇宙センターからロケットH2を打ち上げまし

iた。このロケットは制御装置などのコンピュータ、エンジンなどすべて日本の

1技術を使っているということで、これで日本も世界の中の宇宙航空産業に仲間

，　　　　　　　　　　　　1入りしたと報じられました。
1　高齢化社会に対応して、　l
i年金制度の改正が検討されi　戦後の科学技術の発展は目覚ましいものがあ『）・私たちの今の豊かな生活も
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

iています・その主なものは・iこの科学技術の賜物と言っていいのではないかと思います。自動車や航空機な

i現在60歳で厚生年金の満額　l
l支給を段階的に65歳に引き　i　どの運輸を始め・ファミコンやワープロ・ファクシミリなどの情報・通信・ま
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

i上げること・一方・60歳か　1た、遺伝子工学の発達により農業や医療も大きな変化、発展を遂げました。
1ら64歳までは満額年金のほ　l
iぼ半額にあたる年金を支給　1　　この科学技術の発展は、私たちの生活に豊かさと潤いをもたらしたのですが・
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
iする制度の導入です・この　iそれが原因となった社会問題も発生しました。たとえば、原子力発電の事故や
i60歳から64歳まで支給する、l
i今までに納めた保険料に応　i環境汚染などテレビや新聞でも時々目にします・

iじて決まる報酬比例部分の　i　　現代は生涯学習社会といわれていますが、この背景は科学技術や産業の発展

1年金を「部分年金」と呼ん　l
iでいます．　　　　　　　　iによる社会の急激な変化・ライフサイクルや価値観の多様化などがあげられて
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
i　年金制度は高齢化時代に　i　います。科学技術の発展や豊かな消費生活を喜ぶと同時に、自然や環境にたい

iむけての福祉の一環として　i
i大切なものですが、減税や　iする影響も考慮する必要があります・
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ

1増税とともに最近話題にな　1　これから21世紀にむけて、平和で豊かな社会を築くためにも、新しい科学技
iっています。　　　　　　　i
し＿＿＿一＿＿＿＿＿＿一＿＿＿」　術の目を通した自然や社会の認識が重要ではないかと思います。
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吻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻

　
　
（
松
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
i
場
）
　
欄

③
小
堺
隆
寛

▼
中
学
・
女
子

①
高
橋
陽
子

②
小
堺
あ
ゆ
み

③
西
潟
幸
子

▼
中
学
・
男
子

①
小
堺
　
　
豊

②
佐
藤
茂
樹

③
宮
沢
和
也

▼
小
学
校
女
子

①
松
代
小
A

（
鈴
木
麻
子
、
仲
村
恵
、
田
辺
祐
美
）
灘

②
松
代
小
B
　
　
　
　
　
　
心

（
小
堺
真
里
、
山
岸
智
美
、
山
口
同
橋
美
津
子
）
心

③
孟
地
小
A
　
　
　
　
　
　
　
　
吻

（
石
田
智
絵
、
柳
良
美
、
小
嶋
真
弓
）
欄

▼
小
学
校
男
子
　
　
　
　
　
　
　
耀

①
松
代
小
A
　
　
　
　
　
　
灘

（
宮
澤
健
二
、
池
田
渉
、
五
十
嵐
輝
幸
）
燃

②
孟
地
小
A
　
　
　
　
　
　
　
　
倣

（
柳
大
輔
、
山
本
拓
志
、
柳
貴
士
）
　
鱒

③
松
代
小
B
　
　
　
　
　
　
舗

（
井
上
大
輔
、
関
谷
則
和
、
池
田
吉
聡
）
灘

　
　
　
ア
矩
犠
ン
競
技
　
　
㈱
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斉木裕志曳

（1年十日町）

村山光志㌦

（1年松之山）

後藤奈々㌦
（1年妙高高原）

キ
。
C
】
⑤
高
橋
⑪
笠
原
【
複
合
】
⑭

小
川
【
純
飛
躍
】
⑰
小
川
【
女
子
リ

レ
ー
】
①
新
潟
（
第
2
走
者
、
後
藤

鹿
子
）
　
【
少
男
子
リ
レ
ー
】
②
新
潟

（
第
3
走
者
、
高
橋
哲
也
）

2
団
体
6
個
人
に

　
　
　
　
　
　
　
　
町
体
育
協
会
表
彰

　
今
年
度
の
町
体
育
協
会
表
彰
の
受

賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
賞
は

各
種
大
会
で
活
躍
し
た
優
秀
な
競
技

者
、
及
び
町
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
功

績
の
あ
っ
た
指
導
者
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
、
今
年
度
の
受
賞
者
（
団
体
）
、

及
び
受
賞
理
由
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
優
秀
競
技
者
表
彰
（
団
体
）

◎
松
代
高
校
ス
キ
ー
部

　
県
ス
キ
i
選
手
権
大
会
で
男
女
リ

レ
ー
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
。
全
国
高
等
学

　
　
　
　
　
　
　
ん
）

さ
沢

洋
会

嵐＋
年

五
⑬

相沢貴弘荒

（3年太平）

斉藤晃也㌦

（3年太平）

校
ス
キ
ー
大
会
で
女
子
総
合
優
勝
。

◎
空
手
教
室
チ
ー
ム

　
空
手
道
北
信
越
大
会
団
体
型
の
部

三
位
入
賞
．

▼
優
秀
競
技
者
表
彰
（
個
人
）

◎
後
藤
鹿
子
さ
ん
（
松
高
三
年
）

　
距
離
ス
キ
ー
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、

及
び
国
体
の
女
子
五
。
。
優
勝
。

◎
柳
伸
宏
さ
ん
（
松
高
三
年
）

　
高
体
連
空
手
道
大
会
個
人
組
手
優

勝
．

さん）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

高橋幹夫～

（3年松代

市川俊明㌦

（3年松代）

高橋　清㌦

　（松代）

宮沢勇貴～

（3年松代
柳伸宏㌦
（3年松代）

鈴木孝雄㌦

　（松代）

撒

◎
斉
藤
晃
也
さ
ん
（
松
高
三
年
）

　
国
体
県
予
選
会
男
子
走
り
幅
跳
び

優
勝
．

▼
優
秀
指
導
者

◎
高
橋
清
さ
ん
（
松
代
）

　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
設
立
当
時
か

ら
役
員
、
選
手
と
し
て
活
躍
。
青
少

年
の
指
導
に
功
績
。

◎
鈴
木
孝
雄
さ
ん
（
松
代
）

　
距
離
ス
キ
ー
の
指
導
に
率
先
し
て

当
た
り
、
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
に
貢
献
。

◎
高
野
昭
司
さ
ん
（
松
代
）

　
剣
道
協
会
設
立
当
時
か
ら
役
員
、

選
手
と
し
て
活
躍
。
青
少
年
の
指
導

に
功
績
．

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
写
真
は
受
賞
者
の
皆
さ
ん
。
最
初

の
六
人
は
空
手
教
室
チ
ー
ム
。
松
高

ス
キ
ー
部
は
6
～
7
撚
、
に
別
掲
）

　
　
　
　
　
さ
ん高野昭司

　（松代）

瀞
鮒
因
劇
∪

伽
　
　
、

灘
▼
4
学
六
年
・
男
子
（
松
小
の
み
）

　鱒
①
市
川
　
悟
司
　
1
分
0
8
秒
4
5

滞伽
②
山
賀
　
博
史
　
1
分
1
0
秒
7
2

瀞　
③
若
井
　
正
広
　
1
分
2
2
秒
㎝

吻
㈱
▼
小
学
五
年
．
男
子
（
松
小
の
み
）

辮吻
①
樋
口
　
敏
幸
　
1
分
0
7
秒
2
2

　∞

②
宮
沢
秀
志
、
盆
詫

　囎
③
柳
　
　
翔
悟
　
1
分
2
8
秒
14

辮
▼
小
学
四
年
以
下
・
男
子
（
松
小
の
み
）

　燃
①
関
谷
　
嘉
明
　
2
分
O
O
秒
04

吻
麟
②
富
沢
　
一
起
　
2
分
01
秒
4
5

欄
③
斉
木
　
由
輔
　
2
分
0
6
秒
4
6

が
鰯
▼
小
学
六
年
．
女
子
（
松
小
の
み
）

が灘
①
村
山
　
梢
絵
　
1
分
0
8
秒
8
9

吻鼎
②
若
月
　
　
恵
　
1
分
5
2
秒
82

　騨
③
瀬
沼
　
美
久
　
2
分
1
4
秒
㎝

聯
　
　
、

灘
▼
4
学
五
年
・
女
子
（
松
小
の
み
）

伽欄
①
中
村
由
紀
子
　
2
分
0
9
秒
3

礁灘
②
小
林
　
笑
美
　
2
分
1
5
秒
2
5

吻翻
③
関
谷
　
知
恵
　
2
分
2
8
秒
0
4

伽澱
▼
小
学
四
年
以
下
・
女
子
（
松
小
の
み
）

①
瀬
沼
　
樹
里

②
鈴
木
久
代

③
平
沢
奈
々
恵

▼
中
学
生
男
子

①
瀬
沼
　
由
則

②
蓑
和
忠
友

③
大
野
友
斉

▼
銀
齢

①
関
谷
　
正
義

②
武
田
　
由
友

③
牧
田
　
貞
夫

▼
青
年

①
鬼
山
富
雄

②
村
山
由
貴
男

③
太
田
　
　
祐

－
分
2
9
秒
62

1
分
4
3
秒
7
9

2
分
0
3
秒
n

－
分
0
2
秒
7
7

1
分
0
5
秒
2
0

1
分
0
5
秒
2
0

－
分
3
1
秒
8
4

1
分
3
3
秒
1
0

1
分
3
4
秒
7
3

1　1　1

分分分
080706
秒秒秒
068544

　
　
　
お
　
わ
　
び

　
2
月
号
、
上
石
杯
ク
ロ
カ
ン
ス
キ

ー
大
会
結
果
中
、
5
キ
。
小
学
生
男
子

　
　
　
　
　
　
　

4
年
の
部
、
⑳
若
井
辰
則
（
孟
地
小
）

　
　
　
　

は
、
若
月
辰
則
の
誤
り
で
す
。
訂
正

し
て
お
わ
び
致
し
ま
す
。

§
奪
§
§
§
奪
§
奪
§
§
§
ミ
§
ミ
ミ
§
§
§
奪
§
奪
§
ミ
§
ミ
§
駄

伽撒吻卿伽灘灘撚撚卿灘灘撚灘騨灘辮灘撚灘伽卿吻灘撚灘吻撚齢伽伽卿吻卿吻吻伽撒躍瀞伽撒吻灘伽撚伽撒吻灘伽卿耀灘吻灘卿灘

　町内将棋大会結果
（2月6日　総合センター）

1位　山岸　宗雄　（松代郵便局）

2位小堺義輝（儀明）
3位山本　　武（犬伏）

　　町内囲碁大会結果

　　（2月27日　渋海荘）

■Aブロック（初段～2級）
1位　山岸　宗雄　（松代郵便局）

2位　白川　鷹司　（松代中学校）

3位　関谷　光夫　（松代）

■Bブロック（2級～3級）

1位丸山恵一（蒲生）
2位　斉木　賢秀　（室野）

3位　小堺陽七郎　（室野）

■Cブロック（4級～5級）
1位　横尾　庄平　（室野）

2位竹内康夫（室野）
3位　高野　義男　（松代）
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舗
塑
繊
慧
纏
難
　
灘
雛
、

骸雛

ー
鎌
鐵
灘
茨
饗
論
巻
購
響

．
終

一
』

（松代）正沢桜

　
地
域
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
「
越

佐
ほ
い
さ
快
議
」
が
一
月
二
十
二
日

と
二
十
三
日
の
両
日
、
巻
町
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
県
内
の
地
域
づ

く
り
グ
ル
ー
プ
の
代
表
や
、
地
域
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
若
者
な
ど
、
百
二

十
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
松
代

町
か
ら
は
若
井
君
男
さ
ん
、
山
岸
正

孝
さ
ん
と
私
の
三
人
が
参
加
し
ま
し

た
。　

太
鼓
の
グ
ル
ー
プ
「
鼓
童
」
の
指

導
を
受
け
誕
生
し
た
と
い
う
「
越
和

太
鼓
」
の
歓
迎
を
受
け
た
後
、
町
民

海
外
研
修
や
リ
ー
ダ
ー
育
成
（
カ
ン

ガ
ク
塾
）
な
ど
の
人
材
育
成
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ら
れ
る
佐
藤
巻
町
長

の
あ
い
さ
つ
、
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
町
村
（
高
柳
町
、
大
島

村
、
青
森
県
板
柳
町
）
の
ス
ラ
イ
ド

上
映
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

各
分
科
会
に
分
か
れ
て
の
グ
ル
ー
プ

討
議
に
移
り
ま
し
た
。

　
分
科
会
は
地
域
づ
く
り
を
類
型
的

に
、
「
ー
イ
ベ
ン
ト
型
展
開
」
「
H
展
示
・

観
光
型
展
開
」
「
皿
施
設
活
用
型
展

開
」
「
W
生
活
一
体
型
展
開
」
の
四
分

類
し
た
各
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
や
問
題
等
に
つ
い

て
自
由
に
討
議
し
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
づ
く
り
を
考
え
る
と
い
う
も
の
で

す
。　

私
は
、
「
分
科
会
1
」
に
参
加
し
ま

し
た
の
で
、
簡
単
に
ま
と
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
．

　
『
分
科
会
ー
イ
ベ
ン
ト
型
展
開
』

　
分
科
会
参
加
者
の
自
己
紹
介
を
兼

ね
て
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ

ン
ト
や
活
動
の
紹
介
を
し
、
イ
ベ
ン

ト
に
つ
い
て
の
問
題
点
を
見
つ
け
出

す
こ
と
に
よ
り
、
ど
う
い
っ
た
イ
ベ

ン
ト
が
成
功
す
る
か
を
討
議
し
ま
し

た
。▼

イ
ベ
ン
ト
の
問
題
点
（
失
敗
す
る

　
要
因
）

○
予
算
が
続
か
な
い

○
ア
イ
デ
ィ
ア
が
な
い

○
マ
ン
ネ
リ
化
に
な
る

○
企
業
や
行
政
な
ど
の
宣
伝
や
お
し

　
つ
け
の
イ
ベ
ン
ト
は
続
か
な
い

○
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
、
運
営
し
て
い

　
る
ス
タ
ッ
フ
の
顔
ぶ
れ
が
変
わ
ら

　
な
い
。
（
苦
労
し
て
い
る
人
が
変
わ

ら
な
い
）

○
地
域
（
地
区
）
、
行
政
、
各
年
代
等

　
の
足
並
み
が
そ
ろ
わ
な
い
。

○
流
行
や
人
ま
ね
の
イ
ベ
ン
ト
は
続

　
か
な
い
。

○
目
的
が
は
っ
き
り
し
な
い
（
対
象
、

規
模
等
）

▼
イ
ベ
ン
ト
が
成
功
す
る
要
因

○
企
画
、
運
営
し
て
い
る
人
も
、
参

　
加
し
て
い
る
人
も
楽
し
く
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
。

○
地
域
の
自
然
や
文
化
、
環
境
に
あ

　
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
。

○
地
域
に
伝
わ
る
祭
り
や
行
事
を
リ

　
メ
ー
ク
し
て
イ
ベ
ン
ト
に
盛
り
込

　
む

○
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
地
域
間
交
流

（
町
内
、
町
外
）
を
し
て
い
る
イ
ベ

　
ン
ト
は
成
功
し
や
す
い
。

○
外
か
ら
人
を
引
き
込
む
（
予
備
人

　
口
を
つ
く
る
）
イ
ベ
ン
ト
は
成
功

　
し
や
す
い
。

8



○
情
報
発
信
が
さ
れ
て
い
る
地
域
で

　
の
イ
ベ
ン
ト
は
成
功
し
や
す
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
地
域
づ
く
り
に
つ
い

て
の
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
り
ま
し

た
が
、
分
科
会
の
ま
と
め
と
し
て
は

イ
ベ
ン
ト
を
開
く
に
あ
た
り
、
ま
た

は
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
地
域
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
リ
ー
ダ
ー
育
成
、

民
間
と
行
政
と
の
相
互
協
力
、
な
ど

の
土
台
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、
豊

富
な
ア
イ
デ
ィ
ア
と
情
報
を
基
に
、

地
域
の
文
化
、
風
習
を
取
り
入
れ
た

臆軌・き快貫義

交
さ

フ
　
あ
長

グ
式
巻

り
会
藤

く
開
佐

づ
の
る

域
会
す

地
流
つ

▲

メモを取

の皆さん

、
じ熱

参

イ
ベ
ン
ト
つ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
．

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
最
初
は
目
的
が
あ

っ
て
開
催
さ
れ
る
（
地
域
活
性
化
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
）
が
、
三

年
四
年
と
続
く
と
イ
ベ
ン
ト
を
開
く

こ
と
自
体
が
イ
ベ
ン
ト
の
目
的
に
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
の
で
、
注

意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
分
科
会
を
終
わ
り
、
全
体
会
で

発
表
し
ま
し
た
．

　
全
体
会
で
の
意
見
と
し
て
は
、
イ
ベ

ン
ト
は
行
政
、
民
間
に
と
っ
て
人
材

育
成
な
ど
プ
ラ
ス
の
面
が
非
常
に
大

　
　
き
く
、
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ

　
　
　
　
る
た
め
に
は
、
外
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
意
見
を
大
切
に
し
、

　
難
．
　
　
女
性
を
巻
き
込
む
企

　
　
　
　
　
画
、
地
域
の
歴
史
、
風

　
　
　
　
俗
、
文
化
を
取
り
込
む
こ

　
　
　
と
が
必
要
で
、
楽
し
く
、
や

　
　
る
気
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
を
確
保

・
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
終
了
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
で
親

睦
を
深
め
、
宿
に
帰
っ
て
深
夜
二
時

過
ぎ
ま
で
「
夜
な
ベ
ト
ー
ク
」
と
い

う
こ
と
で
参
加
し
た
二
十
代
か
ら
五

十
代
ま
で
の
方
と
話
を
し
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、
朝
風
呂
と
朝
食
会
を

兼
ね
て
巻
町
の
ほ
た
る
の
里
、
「
じ
ょ

ん
の
び
館
」
に
行
き
施
設
を
見
学
し
、

二
日
間
の
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
巻
町
で
は
、
「
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の

陣
」
を
参
考
に
し
た
「
城
山
伝
説
」

レ
ー
ス
（
時
間
と
得
点
を
競
う
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
・
レ
ー
ス
）
が
今

年
で
3
回
目
に
な
る
そ
う
で
す
が
、

小
さ
な
町
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
「
冬

の
陣
」
に
た
い
へ
ん
注
目
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
町
内
の
住
民
、
団
体
、
サ
ー
ク
ル
、

及
び
東
京
松
代
会
を
始
め
と
す
る
町

外
の
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
、
行
動
力

の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
に
支
え
ら
れ
て
い

▲「分科会1」に参加した桜沢正一さん（右から二人目）

　分科会ではイベントについて活発な話し合いが行わ

　れた。

る
「
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
」
が
七

回
目
を
迎
え
る
今
年
も
盛
大
に
行
な

わ
れ
た
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　
次
回
の
「
越
佐
ほ
い
さ
快
議
」
は

川
西
町
で
六
月
に
開
催
さ
れ
る
予
定

で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
参
加
さ
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
最
後
に
今
回
の
会
場
で
あ
る
巻
町
、

及
び
「
カ
ン
ガ
ク
塾
」
の
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」

9
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大
雪

若？

月に
正想老

士う
口

　
関
東
地
方
に
三
年
振
り
の
大
雪
が

降
り
ま
し
た
（
と
言
っ
て
も
七
弛
．
く

ら
い
で
す
が
）
。
朝
起
き
て
見
ま
す
と

辺
り
一
面
銀
世
界
〃
　
道
路
に
は
新

聞
配
達
の
オ
ー
ト
バ
イ
、
ネ
コ
の
歩

い
た
足
跡
が
、
く
っ
き
り
と
残
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と

お
り
、
ま
さ
に
別
世
界
〃
　
故
里
松

代
で
は
考
え
ら
れ
な
い
大
雪
な
の
で

す
。
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
は
朝
か
ら

大
事
件
並
み
の
扱
い
で
大
変
で
す
。

私
共
、
松
代
で
生
ま
れ
育
っ
た
者
か

ら
見
れ
ば
、
こ
れ
っ
き
り
の
雪
で
大

騒
ぎ
を
す
る
の
が
お
か
し
く
も
あ
り
、

懐
か
し
く
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
き
ね
づ
か

　
昔
と
っ
た
杵
柄
で
、
ま
ず
歩
く
道

を
確
保
す
る
の
が
幼
少
か
ら
の
仕
来

た
り
で
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
方
が
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
こ
の
辺
で
は
、
駅
ま

で
の
道
程
を
皮
靴
で
、
ま
た
ハ
イ
ヒ

ー
ル
で
行
く
の
が
あ
た
り
前
と
思
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
馴
れ
な
い

雪
道
で
ス
リ
ッ
プ
し
て
転
倒
し
た
り
、

恐
る
／
＼
歩
い
て
行
く
の
を
見
る
に

つ
け
、
田
舎
育
ち
の
我
々
に
は
何
と

　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
ぐ
さ

も
「
ぎ
こ
ち
な
い
」
仕
種
に
笑
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
何
は
と
も
あ
れ
、
歩

　
や
す

き
易
い
よ
う
に
雪
を
か
き
分
け
、
ス

〉
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
が
そ
ろ
っ
た
発
会
式

　
（
11
／
1
4
新
宿
西
口
＝
一
平
酒
寮
）

（
埼
玉
県
入
間
市
在
住

　
　
　
　
　
　
孟
地
久
円
度
）

コ
ッ
プ
を
あ
や
つ
る
手
も
あ
ざ
や
か

に
（
？
）
我
家
の
前
の
国
道
を
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
な
か

す
る
の
が
、
お
せ
っ
か
い
で
田
舎
生

ま
れ
の
松
代
育
ち
の
我
家
な
の
で
す
。

　
昔
は
、
積
雪
の
朝
一
番
の
仕
事
は

自
分
の
家
か
ら
隣
り
の
家
ま
で
「
か

ん
じ
き
」
を
つ
け
て
の
道
つ
け
で
し

た
。
そ
れ
も
子
供
の
仕
事
で
あ
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
ん
な
習
慣

　
が
身
に
つ
い
て
い
る
の
で
し
よ
う

　
か
？
　
お
隣
り
は
、
ス
コ
ッ
プ
を

　
持
ち
出
す
で
も
な
く
道
を
つ
け
る

　
で
も
な
く
、
降
っ
た
ま
ま
、
凍
っ

　
た
ま
ま
の
雪
が
玄
関
先
に
何
日
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
な
か

　
積
っ
て
い
る
様
は
、
何
と
も
田
舎

　
育
ち
人
間
に
は
理
解
に
苦
し
み
ま

　
す
。

　
　
都
会
の
雪
は
あ
っ
と
言
う
間
に

　
消
え
て
行
き
ま
す
が
、
真
白
な
雪

　
間
か
ら
緑
の
草
が
芽
を
出
す
よ
う

　
に
消
え
て
行
く
景
色
を
眺
め
て
い

　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と

　
ま
す
と
、
故
里
の
春
先
に
見
ら
れ

　
る
南
向
の
斜
面
の
暖
か
い
所
に
、

　
土
が
表
わ
れ
草
花
が
芽
を
出
し
、

　
つ
く
し
が
出
て
「
ふ
き
の
と
う
」

　
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
様
を
想
像
し

　
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
も
越
後
松

代
に
育
っ
て
雪
景
色
を
見
て
い
る
か

ら
こ
そ
と
、
改
め
て
故
里
を
見
直
し

た
一
日
で
し
た
。

　
松
代
会
も
発
足
し
て
三
年
、
色
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
頂
き
、
会

長
さ
ん
を
始
め
役
員
の
方
々
に
は
有

難
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年

は
ま
た
、
副
会
長
の
石
田
龍
作
さ
ん
、

チ
ョ
ン
マ
ゲ
の
殿
の
佐
藤
さ
ん
の
お

声
が
か
り
で
伊
沢
会
も
発
足
致
し
ま

し
た
。
考
え
て
見
ま
す
と
、
昭
和
二

十
年
代
は
、
ど
こ
の
家
で
も
食
べ
て

行
く
の
が
や
っ
と
、
と
言
う
と
こ
ろ

で
、
私
の
生
れ
た
伊
沢
地
区
か
ら
は

な
か
な
か
出
ら
れ
ず
、
松
代
ま
で
行

く
の
に
も
バ
ス
代
が
惜
し
く
て
歩
い

て
行
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
松
代
会
全
体
会
に
参
加
し
て
も
知

っ
て
い
る
方
が
少
な
く
、
何
と
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の

疎
外
観
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
た
び

の
伊
沢
会
の
発
足
に
よ
り
、
ま
た
一

段
と
仲
間
が
増
え
る
も
の
と
思
い
ま

す
。
昔
、
訪
ね
た
事
も
な
い
松
代
町

の
部
落
探
訪
の
企
画
は
、
そ
う
い
う

意
味
に
お
い
て
も
大
変
素
晴
ら
し
い

企
画
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
先
日
は
松
代
「
濁
」
の
佐
藤
則
喜

さ
ん
（
家
号
神
佐
屋
）
、
清
水
の
中

村
信
栄
さ
ん
（
家
号
大
和
屋
）
の
お

二
人
が
す
ぐ
近
く
に
住
ん
で
お
ら
れ

ま
し
て
、
松
代
弁
丸
出
し
で
「
ね
ら
、

ど
こ
の
し
ょ
だ
ね
」
な
ん
て
話
し
込

ん
で
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
会
が
あ
れ

ば
こ
そ
出
会
っ
た
こ
と
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
郷
土
の
発
展
と
松
代
会
の
益
々
の

発
展
を
お
祈
り
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

10

「ふるさとカレンダー」

予約ご注文のお願い

☆　設立3周年記念事業として、故郷の風景
　や名所などをカラー印刷したオリジナル・
　カレンダー（平成7年用）を作り、会員の
　皆さんに頒布することになりました。

☆　大きさはA2判で表紙を含めて13枚綴り
　とし、4，000部印刷する予定です。頒布単価

　は送料込み1，500円です。

☆　故郷をしのぶ好個のものであり、また、

　知人やお取引先へ贈ってくだされば越後松
　代のPRにもなります。
☆　3月に注文票をお送りしますから、でき
　るだけ沢山の予約をお願いいたします。現
　品は11月中にお届けできると思いますが、
　到着後代金をお振込み願うことになります。

東京松代会
「ふるさとカレンダー」制作委員会
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こ
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つ
ま
り

妻
有
言
葉
の
会
話
ま
じ
り
て

し
ん
し
ん
と
冷
ゆ
る
テ
ン
ト
に
黙
々

と
ワ
ッ
ク
ス
か
け
る
裏
方
も
居
り

　
　
　
し
ぶ
み
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
　
し
や
く

除
雪
の
手
休
め
屋
根
か
ら
遠
会
釈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

雪
晴
れ
の
日
差
し
が
届
く
仏
間
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

は
つ
う
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
こ
ら

初
午
の
ほ
か
は
無
沙
汰
の
祠
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え

今
年
又
吹
雪
と
な
り
し
節
分
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

節
分
会
母
子
招
き
て
活
気
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

朝
刊
の
先
づ
目
を
通
す
雪
予
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

盆
梅
の
一
輪
咲
き
し
茶
の
間
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
哲
　
山

洞
泉
寺
雪
掘
り
当
番
廻
り
来
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

幾
千
の
鴨
の
動
き
を
見
て
ゐ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

お
仏
具
の
お
茶
凍
り
を
る
御
堂
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

寒
の
雪
シ
ャ
ベ
ル
の
中
で
ま
と
ま
ら

ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静

　
　
蒲
生
句
会

体
ご
と
吠
ゆ
る
小
犬
や
春
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
た

ス
コ
ッ
プ
に
余
る
氷
柱
を
錠
で
打
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

手
内
職
残
り
少
な
く
春
立
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

　
　
　
　
　
カ
ら
し
　
　
　
　
　
ね
ぎ
び
た

吹
雪
く
夜
は
芥
子
き
か
せ
し
葱
浸
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朴
　
雪

地
吹
雪
に
声
も
と
ぎ
れ
る
別
れ
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

み
そ
さ
ざ
い
雪
の
か
た
ま
る
杉
木
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
　
く
ま

し
み
わ
た
る
朝
日
ま
ぶ
し
き
雪
笑
窪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
し
ご

大
寺
の
雪
を
お
ろ
す
や
継
ぎ
梯
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

雪
中
の
石
段
踏
み
て
五
合
庵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
葉

雪
踏
み
の
マ
ン
ト
と
共
に
七
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ぴ
き

盤
石
の
と
ん
び
坐
り
や
宝
引
婆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
　
峰

b
姪

　
　
　
　
一
　
一
　
嚇
曽

　
　
　
　
q
　
一
｝
、

　
　
　
　
一
　
噂
　
』
　
一

　
　
　
　
。
　
一
　
、
　
、

　
　
　
　
聯
　
、
　
、
　
幅

　
　
　
　
ん

　
　
　
諺

三
月

　
，
9

～、

窃

春
か

粟
た

　
　
硬

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
圭
甘
が

　
　
　
　
’
米
た

　
…
ら
　
　
　
　
　
一

奏　
軸呉

ゆ

　
　
　
〃

　
　
　
　
鰹

　
　
　
　
　
’

－
『
塾
の

索
内
状
毛

・

や
受
来
・
た

　
　
　
　
　
》

庭
の
葦
木

　
　
ヤ
繕
醗
ギ

　
　
　
　
　
撚
ヤ
総
禦
ギ
科
耀

　
落
葉
樹
の
エ
ノ
キ
、
ブ
ナ
、
ミ
ズ

ナ
ラ
な
ど
に
寄
生
す
る
雌
雄
異
株
の

植
物
。
二
月
こ
ろ
に
黄
緑
色
の
小
花

を
開
く
。
実
は
淡
黄
色
で
、
別
に
榿

赤
色
の
実
を
結
ぶ
ア
カ
ミ
ノ
ヤ
ド
リ

ギ
が
あ
る
。

　
　
　
　
ふ
ん

　
小
鳥
の
糞
で
繁
殖
。
果
実
の
中
に

ト
リ
モ
チ
の
よ
う
に
粘
る
も
の
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
￥

る
の
で
、
イ
鳥
は
こ

れ
を
飲
み
こ
み
糞
を

す
る
と
、
そ
の
種
子

が
木
の
く
ぼ
み
や
枝

に
付
着
し
て
発
芽
し

て
繁
殖
す
る
。

　
寄
生
植
物
で
、
冬

の
落
葉
時
に
常
緑
の

ヤ
ド
リ
ギ
が
目
立
っ

て
く
る
。

654321
囲

　
　
　
　
出
題
　
八
段
　
北
村
昌
男

　
●
ヒ
ン
ト
．
－
結
局
は
馬
の
働
き
に
期

　
　
待
。

　
　
1
0
分
で
2
級
、
5
分
で
二
段
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
駒
　
銀

一
二
三
四
五
六
七
八
九

馬 と 皐

正 彰

夢 乎

竜

　　　　　　　　　　　oゑヂq乃マ
曇甲（0笛『．ユ坤つoゑユ圭〆ギ乃4壱描

埠集三ε（∂取’）量コニεみ欝。手手

つ狛￥判ηそ馬銘ゑ署寒しコ目遅剴ll‘

・、マ集三z’正一一z　’欝三1〈纏鶴〉

　　　Q纏呈圭6．）鞠・一ε匪＝z
’留＝ラ’等回’集三ε’正圓’焔欝

二rε　’ヨ∋一Z　’醇三ε〈鶴ヨr漸獄旱彗〉
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（
●，

〉

（
●

縛ヲ搬翌於 克雪住宅の建設に
　　　　　　　補助金がでます。

　　　　　　　　　　平成5年度には、40件の申込みがあり

　　　　　　　　　ました。県単の補助事業ですが必要な書

。句　　　㌔　類は正確に揃ってから下記の手続に添っ

　　　　　　　　　て申し込みをして下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　記
＊申し込み手続きなど
　この補助金を受けようとする場合、補助金申込書と補助金交付申請書兼実績

報告書の2通りの関係書類の提出が必要です。

一般住宅（建売住宅以外）の場合

1．申　込　期　間
　　当該年度の1月～10月末日までに必要書類を添えて、補助金申込書を提出

　　　ください。

2．工事の完了期限
　　当該年度の12月20日（県締切期日による）までに補助金交付申請書兼実績

　　報告書を提出してください。

3．補助金の申込手順

申請者

／
●

●

　o
● ●

＼

　●
● ●

●

● ●

●

●　　　●

　
9

●

●　　　　　　●

　●
　　●
●

● ●　　●

　●
●
　
●

●　　　●

●
●

耐　雪　式

（1）補助金申込書

←一（2）選定結果通知書（該当する、しない）

　　工事着手（工事契約）一　　　　一一→
　　　　　　　　　　　　　　（随時）
　　工事完了　　　　　　　　　　　　一一一〉
　（3）補助金交付申請書兼実績報告書

←一（4）補助金交付決定

　（5）補助金請求
←一（6）補助金支払

町　長

0

一

　4～～6．ll．・．1，

～　9　　　　　・

！・　　　N
●　　　　●

）
電熱、温風、

温水、ヒート
パイプにより
加熱

戸
融　雪　式

　　　　　　　　　　　1
難象ピ襟る菟霧建難　i

イ‘：

↓

●0

酵
（

自然落雪式

刎
口

“

　
　
　
隣
地
境
界

“
ー
↓

・・．．’1

高床落雪式

4．添付書類一一……………一一一一一…一…一一…一一一一………………一一一一一………”…一曹…曹”：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　・補助金申込書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　1．新築・増築・改築の場合…建築確認通知書の写し、建築工事届けの　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　写し又は住宅金融公庫申込結果通知の写　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　し。　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　2．改良の場合…建物の登記簿謄本又は固定資産税証明書　　　　　　　　i
　　3．高床落雪式…案内図、配置図、屋根伏図、屋根部分の詳細図、基礎　　1

　　　　　　　　伏図、高床部分の詳細図　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　融　雪　式…案内図、配置図、装置設置部分の見取図（屋根伏図に設　i

　　　　　　　　　置部分を示したもの）、融雪メーカー及び装置名　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　耐　雪　式…案内図、配置図、各階平面図、軸組図、小屋伏図、立面　i

　　　　　　　　　図（雪庇対策の判るもの）、構造計算書等　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　4．克雪住宅化に必要な工事費内訳書　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・補助金交付申請書兼実績報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　1．完成写真　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　2．高床落雪式…屋根施工中の写真、基礎の高さが確認できる写真　　　　i

　　　融雪式…融雪装置の融雪部及び加熱部分の設置が確認できる写真　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

3．

4．

5．

6．

（注）

耐雪式…軸組、鉄骨建方及び躯体の組立等が完成した写真
工事請負者の証明（工事計画図に基づき適正に施工した証明）

工事請負契約書の写し

克雪住宅化に要した工事費内訳書

請求書及び領収書の写し

　所定の手続きによらず事後申請については、補助金を受
　ける事が出来ませんので充分ご留意下さい。

＿＿＿＿＿一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一＿一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－甲一甲一一一一暫甲一一曽一一一一一曹一一甲一一一一一一一一一一騨甲一
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おら町の講師さま

（生涯学習指導者）

デザイン：石ノ森章太郎

募集しています
どんなことでもかまいません

●●●　

”ばえ例

趣味・けいこ事 教　養

A
植物観察、園芸、書道、表具

D
生活の知恵、子供のしつけ

自然観察、ちぎり絵、油絵 外国語、短歌、俳句、歴史

写真、パッチワークなど 栄養、食事療法など

家庭生活・日常生活 伝承文化

B
郷土料理、みそ作り、漬物作り

E
しめ縄作り、凧作り、おりびな

パン作り、菓子作り、日曜大工 郷土史、昔話、門松作り

子供の遊びなど 郷土芸能など

スポーツ・体育・レクリェーション F その他

C
卓球、社交ダンス、キャンプ

フォークダンス、ゲーム

など 一窺笹ゐ
繍め頑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　●●

　
何
か
を
学
び
た
い
、
身
に
つ
け
た

い
と
い
う
町
民
の
願
い
に
応
え
、
町

で
は
生
涯
学
習
指
導
者
派
遣
制
度
を

実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
町
民
の
皆
さ
ん
が
、

「
い
つ
で
も
」
　
「
だ
れ
で
も
」
　
「
ど

こ
で
も
」
気
軽
に
学
習
で
き
る
よ
う
、

指
導
者
の
発
掘
、
指
導
者
の
紹
介
、

情
報
の
提
供
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

　
身
近
な
指
導
者
と
し
て
、
あ
な
た

の
技
能
や
知
識
、
そ
し
て
熱
意
を
貸

し
て
下
さ
い
。
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
ど
ん
な
こ
と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

「
こ
ん
な
こ
と
で
よ
け
れ
ば
教
え
て

あ
げ
よ
う
」
　
「
人
に
教
え
な
が
ら
自

分
自
身
も
勉
強
し
た
い
」
と
い
う
人

の
応
募
を
待
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
あ

の
人
の
技
術
を
ほ
か
の
人
た
ち
に
も

教
え
て
も
ら
い
た
い
」
と
思
う
人
が

い
た
ら
、
ぜ
ひ
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
生
涯
学
習
推
進
会
議
で
は
町
民

の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
活
動
の
輪
を

も
っ
と
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　
町
公
民
館

　
松
代
町
大
字
松
代
二
〇
九
五
番
地

　
　
奮
七
ー
二
三
〇
一

□
生
涯
学
習
指
導
者

　
　
　
　
　
　
派
遣
制
度
と
は

○
生
涯
学
習
指
導
者
は
生
涯
学
習
指

導
者
派
遣
制
度
の
指
導
者
と
し
て
登

録
さ
れ
、
町
民
に
配
布
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

○
指
導
者
は
同
好
者
や
グ
ル
ー
プ
の

要
請
に
応
じ
て
、
知
識
や
技
能
を
提

供
し
指
導
を
通
じ
て
よ
り
深
い
学
習

が
で
き
ま
す
．

○
学
習
し
た
い
と
い
う
同
好
者
五
人

以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
、
生
涯

学
習
指
導
者
の
派
遣
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
場
所
や
時
間
な
ど
指
導
を
受
け

た
い
指
導
者
に
直
接
連
絡
を
と
っ
て

決
め
て
頂
き
ま
す
。

○
講
師
料
は
一
回
（
二
時
間
程
度
）

三
〇
〇
〇
円
、
グ
ル
ー
プ
負
担
で
す
。

○
個
人
の
家
庭
や
集
会
所
、
公
民
館

な
ど
の
身
近
な
施
設
を
使
っ
て
学
習

で
き
ま
す
。

○
指
導
者
と
学
習
者
が
お
互
い
に
学

び
あ
う
こ
と
で
、
新
た
な
自
己
を
発

見
し
喜
び
を
感
じ
生
き
が
い
に
つ
な

が
り
ま
す
。

□
指
導
者
に
な
る
た
め
に
は

○
町
内
に
在
住
、
ま
た
は
勤
務
す
る

二
十
才
以
上
の
人

○
自
薦
、
他
薦
、
ど
ち
ら
で
も
結
構

で
す
．

○
申
し
込
み
は
、
応
募
推
薦
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
公
民
館
ま
で

郵
送
く
だ
さ
る
か
、
お
持
ち
下
さ
い
。

○
締
め
切
り
　
三
月
二
．
十
五
日
（
金
）
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δ
～

ん
后
δ
（
見
て
わ
っ

　　ゆ　き柳　タ紀、

　5歳松代善宗塚住宅

　　ゆう　き
池田勇輝くん

　5歳莇平こびき

－
●

，
●

　　みち　え
中村道恵㌦

　5歳千年どう

ム父

　平成6年4月1日から警察官
の制服と交通巡視員の制服が変

わります。

　新しい制服は、21世紀にマッ

チするよう、型は背広型に近く、

色は明るい紺色系統でデザイン

され、種類も冬服、夏服、合服

（写真の制服）の3種類になり

ます。

※男子警察官は昭和43年以来26

　年ぶり、婦人警察官と交通巡

　視員は昭和51年以来18年ぶり

　の改正です。

解　！盤
　　－霧、畠　　，　　．』響L

　総理府の認可法人である平和

祈念事業特別基金では、恩給欠

格者（外地勤務の経験があり、

加算を含めた在職年3年以上の

方）に、内閣総理大臣名の書状

・銀杯などを贈呈しております。

　また、同じく引揚者（先の大

戦の終戦に伴い、本邦以外の地

域から引き揚げてきた方のうち、

昭和42年法律第114号による特

別交付金を受けた方）に、内閣

総理大臣名の書状を贈呈してお

ります。

　現在まで、多くの方々から請

求を受けておケ）ますが、まだ未

請求の方は下記あてまで請求し

てください。

■請求先

　平和祈念事業特別基金業務

　第1課

　〒112東京都文京区大塚

　　　　　　　　5－3－13
　　　　　奮　03－3945－4704

　なお、請求書類は、役場の福

祉係の窓口にも置いてあります。
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春の全国交通安全運動

　昨年より松代町では、交通事

故が激増しております。5年度

は死亡事故2件を含め、人身事

故が5件、物損事故が11件と郡

内で一番悪い事態となってしま

いました。

　町民一人ひとりが交通安全に

対する意識を強く持ち、交通事

故を起さないよう遭わないよう

気を付けてください。

■期　間

　　4月6日（水）から

　　　　4月15日（金）

■スローガン

　子どもには

　おとなが示そう　交通マナー

■重　点

1．シートベルトの着用の徹底

2．子どもの交通事故防止

3．交差点の交通事故防止

　　ごぞんじですか？

　　検察審査会

　交通事故、詐欺など被害にあ

ったのに、検察官がその事件を

裁判にかけてくれない。どうも

納得できない。このような人の

ために、検察官がした処分が正

しかったかどうかを審査する機

関として「検察審査会」があり
ます。

　「検察審査会」とは有権者の

中からくじで選ばれた11人の審

査員が検察官の不起訴処分を審

査するところです。

・お問い合わせは

　新潟地方裁判所高田支部構内

　高田検察審査会

　　　　暦　0255－24－5160

15
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圃場整備が一反歩からできます！グ

　町の補助金を受けて行う圃場

整備の最低面積を緩和し1反歩

からとしました。

　昨年まで2反歩以上というこ

とで取り組めなかった方々も小

規模でもできるようになりまし
た。

　また、補助率は40％から50％

に、一反歩あたりの事業費は35

万円から40万円に引き上げまし
た。

　基盤整備を考えておられる方

は役場建設課農林建設係にご相

談下さい。

　主な事業種目、補助率は次の

とおりです。

成山
兀▼

▲着手前

事業種目 補　　助　　率 採　　　択　　　基　　　準

圃　場　整　備 50％ 0．1ha以上　事業費はO，1haあたり40万円限度

農　道　整　備
70％
70％

農道の舗装　受益者複数

農道の新設、改良（延長100m以上）受益者

複数

濯　概　排　水

暗　渠　排　水 50％
濯概排水施設、または暗渠排水施設の新設

改良、溜池整備

農地開発事業 　40％
（共同は50％）

水田以外の農用地の造成でおおむね0．1ha

以上

農機搬入路事業 50％ 農機搬入路の新設、舗装（個人）

水田営農活性化

対策農地改良事

業

個人0，1～0．3ha未満45％以内

　0，3～1，0ha未満55％以内

共同0．1～0，3ha未満60％以内

　0．3～1．Oha未満70％以内

水田の転作畑造成事業に必要な取付道路そ

の他の施設の新設、または変更及び土壌改

良等を対象

事業費は、0．1ha当たり30万円限度

集落内排水整備
受益戸数2～4まで70％

以内　5戸以上80％以内
個人の流末路は対象としない

災　害　復　旧
農　地　　50％
農業用施設90％

災害等により農地、農機搬入路の復旧を行う場合

農道等の災害復旧に適用

　※詳しいことについては、役場建設課農林建設係へお問い合わせ下さい。
㍉叩ワ511｝II｝II｝II｝III｝1”り｝Ill髄▼lllり｝III甲Ill｝IIロ甲Ill卜｝III｝ll｝”｝II即ワll｝”▼Ill｝II”▼1”り▼1”▽IIロ｝10｝ll，馴，髄馴，即▼rl”馴1，▼。ロ｝”晒｝Oll即馴1｝W▼㎎1甲嗣11晒｝Illμワ，Ilr，，IIμ▼，llP

　　　　　　　　たき　び
　雪消えとともに焚火や野焼き

をする機会が多くなります。

　しかし、この時期は空気が乾

燥し、火災の起こりやすい状況

となっています。ちょっとした

小さな残火が家や山林を灰にし

てしまいます。

　完全に消えるまで、その場を

離れないようにして下さい。

雪と寒さから解放

されてホッ………

でも忘れないで！！

　　「火の用心」

「防火の輪　つなげて

広げて　なくす火事」
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～老

　
私
は
昨
年
の
春
、
上
越
の
高
校
を

卒
業
し
ま
し
た
。
就
職
も
、
ほ
ぼ
上

越
に
確
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
ど

布施ゆう子さん（松代）

う
し
た
訳
か
心
は
松
代
と
動
き
始
め
、

当
て
の
無
い
ま
ま
帰
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
矢
先
、
芝
峠
温
泉
を

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
仕
事
の
内
容
も
、

自
分
に
向
い
て
い
る
様
に
思
い
、
地

元
に
残
っ
て
頑
張
っ
て
見
よ
う
か
、

と
決
心
し
ま
し
た
。

　
四
月
か
ら
、
温
泉
の
方
で
勤
務
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
社
会
人
と
し

て
は
初
め
て
の
仕
事
、
右
も
左
も
分

か
ら
な
い
私
は
、
本
当
に
つ
ら
く
、

と
て
も
長
い
一
日
で
し
た
が
、
先
輩

の
方
々
の
と
て
も
温
か
い
心
遣
い
に

励
ま
さ
れ
、
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
七
月
か
ら
は
宿
泊
棟
の
新

館
が
オ
ー
プ
ン
。
今
度
は
、
そ
ち
ら

の
方
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
芝
峠
温
泉
の
社
名
も
、
㈱
松
代

総
合
開
発
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
私
も

社
員
と
な
り
、
ま
た
一
歩
か
ら
、
勉

強
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
で
は
仕
事
の
方
も
す
っ
か
り
慣

れ
て
、
各
地
か
ら
訪
れ
て
下
さ
い
ま

す
大
勢
の
お
客
様
と
接
す
る
こ
と
が

出
来
、
と
て
も
楽
し
く
働
い
て
い
る

毎
日
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
素
晴
ら

し
い
社
員
の
方
た
ち
と
共
に
、
若
々

し
い
松
代
に
変
わ
る
様
、
頑
張
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
皆
様
方
、
素
晴
ら
し
い
景
色
の
見

え
る
温
泉
に
つ
か
り
、
山
菜
料
理
を

お
つ
ま
み
に
一
杯
や
り
な
が
ら
、
カ

ラ
オ
ヶ
ハ
ウ
ス
で
ス
ト
レ
ス
解
消
は

い
か
が
で
す
か
。
ど
う
ぞ
皆
様
方
の

お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　男　2，433人　　（±0人）

　女2，515人（一5人）
　計4，948人（一5人）
世帯数1，496世帯（一2世帯）

　出生1人　　死亡6人

　転入6人　　転出6人
　　　（6年2月末日現在）

一人ロの動き一

圃
園
圓
圃

▼
予
想
通
り
、
松
高
の
ス
キ
ー
部
が
大

活
躍
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
成
績
の
ほ

か
、
喜
び
の
言
葉
な
ど
も
記
事
に
し
た

か
っ
た
の
で
す
が
、
ス
ペ
ー
ス
が
足
り

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
選
手
の

皆
さ
ん
ご
め
ん
な
さ
い
。
ま
た
来
年
の

ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
▼
と
こ

ろ
で
、
今
年
の
「
冬
の
陣
」
は
い
か
が

だ
っ
た
で
し
よ
う
か
？
　
こ
の
「
冬
の

陣
」
が
終
わ
る
と
、
当
町
に
も
本
格
的

な
春
が
や
っ
て
来
ま
す
。
「
春
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

字
は
、
「
草
が
日
光
に
よ
っ
て
萌
え
出
よ

う
と
す
る
」
意
味
だ
そ
う
で
す
が
、
社

会
人
一
年
生
に
な
ら
れ
る
方
、
ま
た
、

進
学
を
さ
れ
る
方
に
は
、
「
春
」
は
期

待
と
不
安
が
交
錯
す
る
季
節
で
す
。
▼

「
人
生
　
楽
あ
り
ゃ
　
苦
も
あ
る
さ
」

と
歌
で
も
口
ず
さ
み
な
が
ら
、
肩
の
力

を
抜
い
て
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の

で
す
。
ま
だ
寒
い
日
も
あ
り
ま
す
。
健

康
に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
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　　　　　　　　　　　圃　　　　　　　　團　　　　　　鋤　　　翻圃
（1月26日～2月25日受付）

　幸せ多い人生を（結婚）

品田　靖・高橋美佐子さん

　　　　　（松代・はまだや）

　げんきな良い子に（出生〉
　　きょうへい
佐藤京平ちやん正・あけみさん

　　　（長男・室野・合田屋〉
　　　つぱさ
関谷　翼ちやん誠司・エユドラさん

　　　（長男・松代・卯之助〉

　ご冥福を祈ります（死亡）

関谷盛雄さん　　　　43歳

　　　　　　（松代・盛田屋〉

佐藤常雄さん　　　　89歳

　　　　（滝沢・佐治右エ門〉

斉木トラさん　　　85歳

　　　　　（松代・原の桶屋〉

小堺勘次郎さん　　　79歳

　　　　　（蓬平・かんねん）

池田　勇さん　　　　84歳

　　　　　（田野倉・清兵工〉

高橋ナカさん　　　82歳

　　　　　　　（田沢・新舎）

佐藤セヨさん　　　　80歳

　　　　　　（室野・市郎院〉

　　oこわご
　あきんど　　そん　　　　　　　　　　くら　　　た

＊商人は損していつか倉が建つ

商人は、ふだん口ぐせのように、

もうカ】らない、　もうカ》らないと

いっているが、それでもいつの

間にか倉が建っているというこ

と。
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